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はじめに
 2008年以来、ポスト金正日への注目が高まってきた。2010年 9月 28日、44年ぶりに開
かれた朝鮮労働党代表者大会で「人民軍大将」の称号を付与されるとともに労働党中央軍
事委員会の副委員長に選出されることで、これまでベールに包まれていた三男金正恩が父
子世襲を暗示しながら公式の場に登場した。
 2010年 8月 26 日、金正日は国内のメディア関係者を連れて中国を訪問し、金日成の抗
日遺跡地などの「聖地」へ「巡礼」を行った。そこには、「抗日パルチザン精神」と「金正
日ファミリー」を連繋させる「正統性」や「革命的伝統」を強調しようとする意図も見ら
れた。さらに、朝鮮労働党代表者大会で「党の性格」を「金日成同志によって創立された
主体型の革命的マルクス・レーニン主義党」から「偉大な首領金日成同志の党」へと変更
した。
 この「革命的伝統」という言葉は、1958 年 9 月までは使われていなかったものである。
それは「打倒帝国主義同盟（ . ）1」や、1979 年の単行本（『朝鮮労働党略史』、『金日
成著作集』）が出版されるまでは使われていなかった「朝鮮革命の進路2」などの言葉から
変換されたものである。しかし、「打倒帝国主義同盟」や「朝鮮革命の進路」といった用語
は、実際的には金日成のものではない。金日成がこれらの言葉を用いて革命精神を強調し
たという資料は今まで見つかっていない。にもかかわらず、北朝鮮はこれらの用語を、金
日成に「起源」のあるものと見なしている。こうした「起源」は、架空の革命精神をでっ
ち上げるため、意図的に据えられたものである。つまり、それは金日成の抗日闘争や革命
活動を強調し彼の地位や活動を肯定することで北朝鮮政権に正当性を付与しようとするた
めの「創り出された伝統3」であり、今年から盛んに使われ出した「金日成党」・「金日成民
族」・「金日成朝鮮」などの用語は北朝鮮が新たに捏造しようとしている「伝統」と見なす
ことができるだろう。
朝鮮労働党中央委員会のスローガンは、北朝鮮が重要な行事を行なう度に、闘争方向の
提示や国民の動員などに使われる対内宣伝・扇動の手段に他ならない。1954年以来労働党
中央委員会が発表した 13 番目のスローガンとして、2010年 2月 3 日に制定された「朝鮮
労働党中央委員会、朝鮮労働党中央軍事委員会の共同スローガン」は 238項目に及ぶ。こ
                                                  
1 金正日は 1982年 10月 17 日に発表した論文（「朝鮮労働党は栄光なる『 . 』の伝統を継承した主体
型の革命的党である」）の中で、金日成が 1926 年 10月 17 日に「打倒帝国主義同盟（ . ）」を結成し、
「 . 」の結成は北朝鮮で新たな党、主体・革命的党の設立のための闘争の出発点となったと主張し
た。 
2 金正日は 1982年に発表した論文「主体思想について」において、金日成が 1930年 6月 30日に「卡倫
会議」で演説した「朝鮮革命の進路」を主体思想の起源として規定した。 
3 エリック・ホブズボウム/前川啓治訳「伝統は創り出される」、エリック・ホブズボウム他編/前川啓治
他訳『創られた伝統』、紀伊国屋書店、1992年、10頁。 
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のことからも「共同スローガン4」の重要性を窺うことができるであろう。
 北朝鮮で行なわれるあらゆる行事の指針となるのが、この「共同スローガン」である。
それは、労働党の提示した当面の目標、課題を随時に提示するものであると同時に、象徴
的な「伝統」を作り出すという「教育」的機能を果たしている。
 実際、北朝鮮はスローガンの国と呼ばれている。各種の言論メディアは言うまでもなく、
建物の廊下、山辺の岩にまでも様々な革命的スローガンが記されている。
北朝鮮でいうスローガンとは、口号やそれを直観化した標語を意味する。口号は「大衆
を組織・動員するため、一定の思想、課業要求などを簡潔な形式で表した呼び掛け、ある
いはそれを表現した文章5」である。標語は「大衆を一定の社会政治的要求や闘争目標など
の実現へと呼び覚ます内容を含む、簡潔で呼び掛け的な特徴を持つ文章で書かれた大衆宣
伝直観物6」と定義されている。
本稿では、2010年 2月 7日朝鮮中央テレビで放映された番組『朝鮮労働党中央委員会、
朝鮮労働党中央軍事委員会の共同スローガン7』の内容分析を通じ、首領を父親、党を母親
とする北朝鮮において、「金日成朝鮮」がどのように形成されているのかを考察することに
する。
『共同スローガン』を取り上げることにより、「伝統」と「国家」の結合的な関係が浮き
彫りにされることになる。つまり、メディアを通したネーションの「想起」やアイデンテ
ィティの形成、北朝鮮メディアや民族・国家についての問題系に光が当てられることにな
る。
 
2．繰り返されるプロパガンダ
 上意下達が求められている北朝鮮のすべての放送は、政務院直属の朝鮮中央放送委員会
による統一的・一元的な管理体系の下で運営されている。中央放送委員会は、組織編成上
政務院の所属であるが、実際のところは党中央委員会の宣伝扇動部の指示や統制を受けて
いる。したがって、北朝鮮の言論は自由主義的な言論とは異なり、宣伝・扇動機能8、組織
的機能9、文化教養的機能10を求めている。
                                                  
4 1954年から党中央委員会が独自に発表してきたが、1998年 4月、政権樹立 50周年を迎え、党中央委員
会と中央軍事委員会が共同で発表した時から「共同スローガン」となった。 
5 社会科学院言語学研究所『朝鮮語大辞典 1巻』、平壌社会科学出版社、1992年、322頁。 
6 同書、824頁。 
7 朝鮮労働党中央委員会と朝鮮労働党中央軍事委員会で朝鮮労働党の創立 65 周年に際して、2月 3日に発
表された共同スローガンをプログラム化したものである。 
8 北朝鮮の三つの新聞機能の中で最も重要な機能。『新聞理論』では宣伝と扇動を以下のように区別して
いる。「一般的に宣伝は人々にある思想や学説、政治的見解などを口頭、あるいは出版物、ラジオなど
の各種手段を通じて知らせ、解説し、教化することを意味する。具体的に我々の宣伝は、人々をマルク
ス・レーニン主義の原理やわれらの党の政策で教化することを指し示す。扇動というのは、談話や報告、
あるいは演説、新聞、パンフレット、ビラ、檄文、ラジオ映画などを通じて群衆に思想的影響を与える
ことを指す。いわば、以上のようなメディアや方法を通じて群衆の気勢を高め、彼らを革命課業の遂行
に直接的に導くことを意味する」。 
（ベ・スンゼ、ラ・ドゥリム『新聞理論』、在日本朝鮮言論出版人協会、1967 年、  
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9 北朝鮮新聞の二番目の機能。宣伝・扇動者的機能が態度の形成・改変化の次元に止まるとするならば、
組織者的機能は行為の誘発・改変化の次元ともいえる。『新聞理論』ではこの機能を次のように説明して
いる。「新聞が担っている使命は、政治的宣伝や扇動に止まってはいけない。革命課業の遂行へ彼らを直
接引き入れ、最後まで貫徹することで、党が提示した革命的課業の遂行のために、党員と大衆を団結さ
せ、彼らの力量を組織・動員することを意味する。このことこそ、新聞の組織者的機能である」。（ベ・
スンゼ、ラ・ドゥリム、前掲書、キム・ヨンジュ、イ・ボムス編、前掲書、52頁。） 
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 つまり、プログラムの説得は、社会の上層から始まり、大衆へと広げられるという考え
方がほぼ全面的に受け入れられ、実施されている。物事を決定し、宣伝を通して大衆にそ
の決定を伝えるのが支配階級の役割であり、大衆はそれに従うだけである。大衆は「無知」
であり、まともに物事を考える能力を欠いた「愚衆」として位置づけられている。北朝鮮
の放送メディアは、まさに「無知」の人々に「真理」を伝えるための手段である。すなわ
ち、人々がある状況を理解し、自律的に行動できる思考空間を遮断してしまう。さらに言
うなら、そのために必要な情報を提供することを拒否している。
北朝鮮は言論の一般的機能として「時代の先駆者機能」と「真正なる与論の組織者機能」
を提示している。二つの機能はそれぞれ「時代と革命の未来を指導する先進思想を擁護し、
広く普及・伝播し、自主性を実現するための勤労大衆の前進運動を積極的に反映し、力強
く励まし、推進する思想的武器としての役割」、「人民大衆の誠実な意思と志向を代弁し、
社会的与論を作り上げ、先導する手段」を意味している11。
一方、金日成総合大学の新聞学教科書は、「首領の思想を実現する強力な思想的武器」と
しての言論の役割を、「人民大衆についての思想教養者的役割、組織動員者的役割、文化教
養者的役割、対敵闘争・言論戦の強力な武器としての役割、対外宣伝と外交手段としての
役割12」と説明している。
1985年に発行された『放送理論』では、放送の基本使命を「社会のすべての成員たちを
金日成と金正日に限りなく忠実で熱烈な金日成主義者にし、社会を金日成主義の要求に応
じて改造し、金日成主義を世界的に広げることに貢献すること13」と規定しながら、その
任務を次のように述べている。①チュチェ思想を伝播すること、②経済や文化をはじめと
する社会のすべての分野を金日成主義の要求に応じて改造すること、③共産主義14の物質
的要塞を建設するよう大衆を覚醒させ、組織、動員、扇動すること、④南朝鮮革命を通じ
て祖国統一を完成するために闘争すること15。
 既に述べたように、北朝鮮のスローガンはピエール・ノラの言う「集合的遺産が結晶化
されているもろもろの場所、つまりその語のあらゆる意味において、集合的記憶が根付い
                                                                                                                                                     
10 北朝鮮新聞の最後の機能であり、1962年 5月 3日、金日成の教示によって主唱された文化教養者的機
能である。『新聞理論』によると「社会主義、共産主義を建設している条件下にある新聞はその文化教
養者的機能が勤労者たちについてのマルクス・レーニン主義の思想の普及や彼らの政治意識の水準の向
上、政治的同盟者の吸収に止まらず、勤労者たちに対しての共産主義思想教養、そして豊富な文化的素
質と高い技術を身に付けた全面的に発展した勤労者たちを育成することに捧げなければならない」
（ベ・スンゼ、ラ・ドゥリム、前掲書、キム・ヨンジュ、イ・ボムス編、前掲書、55 頁）として、文
化教養者的機能の重要性を強調している。さらに、「文化教養者的機能の基本内容は共産主義の教養、
革命伝統教養、肯定的手本による感化教養 ⋯⋯ 資料を体系的で系統的に ⋯⋯ 多様で ⋯⋯ 統一的
⋯⋯ 政論的で形象的な言語を借りて作用する」（キム・ヨンジュ、イ・ボムス編、前掲書、55～57 頁。）
と述べている。 
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14 北朝鮮は 2009 年 4月、憲法を改正し、「社会主義」という用語はそのまま使いながら、「共産主義」と
いう用語をすべて削除した。 
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ている重要な『場 lieux』16」というよりは、党と首領を中心とする記憶の「場」、北朝鮮
を象徴するものの広大なトポロジーを創り出す機能的に統制された「場」に過ぎない。
 すなわち、北朝鮮のスローガンは政治、経済、社会文化、軍事など、分野別に直面する
重要課題への大衆参画を励ます機能17を持ち、社会の諸問題を直・間接的に表明し、進む
べき方向を提示している。それはまた、党の路線や政策、特に現行施策を把握し、北朝鮮
の現況、当面の目標及びその実行過程を正確に分析・判断する際の必須の資料となってい
る。
ナンシー･スノーによれば、プロパガンダは、「特定の教義もしくは教義や原理の体系を
広める目的で組織化もしくは計画された集団の活動・運動であり、発信者に利することを
目的とした大衆説得である18」と定義される。本来は中立的な技術が、特定の応用をされ
たときに、プラスなりマイナスなりの効果をもたらすことになる。
 プロパガンダは特定の観点を受け手に伝達することであり、その最終的な目的は、受け
手がその立場があたかも自分自身のものであるかのように「自発的に」受け入れるように
することにある19。
朝鮮中央テレビは、共同体の人々が互いに助け合う協和的社会を作ることを呼び掛けて
いる。しかし、それが人民生活向上のための社会を呼び掛けながらも、社会主義の優越性、
党の正当性、指導者の正統性と結び付いた国家次元的なプロパガンダ機能を果たしている
ことを見逃してはならない。
金日成の抗日革命的な伝統を受け継ぎ、社会のチュチェ思想達成に貢献することを基本
理念とする北朝鮮の放送メディアは、朝鮮労働党のもっとも有力な宣伝媒体である。北朝
鮮の放送メディアは、党の路線・政策を具現し、社会主義革命を達成するため、社会主義
的イデオロギーを普及するための道具でもある。つまり、社会主義革命のプロパガンダメ
ディアとして機能している。
要するに、朝鮮中央テレビは社会主義や党の利益に従わせるよう人民たちを意図的に導
いている。それは、社会の画一化を促し、それを通して人々の眼鏡フレームを提供するこ
とになる。つまり、人民たちに制限された情報を提供し、政府の目指すビジョンを周知さ
せることで社会主義的な理念を正当化すると同時に、金正日体制を発展、維持させようと
しているのだ。
ここで、一つの例を取り上げてみよう。プロパガンダのもつ繰り返しの力をもっともよ
く理解していたのは、ナチの宣伝相ヨーゼフ・ゲッベルスであろう。ゲッベルスのプロパ
ガンダのやり方は「大衆は、最も慣れ親しんでいる情報を真実と呼ぶのである」という単
純な主張に基づいている。ゲッベルスの主張は、次の一節から読み取ることができる。 
                                                  
16 ピエール・ノラ/谷川稔訳「『記憶の場 Lieux de mémoire』から『記憶の領域 Realms of Memory』へ」、
ピエール・ノラ編/谷川稔監訳『記憶の場―フランス国民意識の文化＝社会史 第 1巻対立』、岩波書店、
2002年、15 頁。 
17 北朝鮮は具体的にスローガンの機能を次のようにみなしている。①労働党の路線や政策を簡潔に集約し
て提示。②首領についての絶対服従心、無条件的忠誠心を繰り返し提示。③党が提示した当面の目標、
課題を随時に提示。④政治、経済、社会文化、軍事、分野別対南重要課題の還収へと大衆を励まし、駆
り立てること。⑤社会主義制度の優越性、共産主義必勝の信念を鼓吹。⑥不断革命の思想などを簡潔に
集約し、繰り返し教育。⑦人民大衆を社会主義愛国主義、プロレタリア国際主義精神で武装させること。
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18 ナンシー・スノー『情報戦争―9.11以降のアメリカにおけるプロパガンダ』、岩波書店、2004年、67
頁。 
19 A.プラトカニス、E.アロンソン/社会行動研究会訳『プロパガンダ―広告・政治宣伝のからくりを見抜
く』、誠信書房、1998年、10頁。 
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一般市民は、私たちが想像する以上に原始的である。したがって、プロパガンダは
常に単純な繰り返しでなくてはならない。結局、諸問題を簡単な言葉に置き換え、識
者の反対をものともせずに、その言葉を簡明な形で繰り返し繰り返し主張し続けるこ
とができる人だけが、世論に影響を与えるという最終的な結果を残せるのだ20。 
単純なメッセージ、単純なイメージ、簡単なスローガンを繰り返すことによって、知識
を作り出し、真実の概念を定義し、さらに人生の生き方までを提示することができるとい
う主張である。ミシガン大学のロバート・ザイアンスも、他の条件がすべて等しければ、
ある刺激を受ける回数が多いほど、その刺激に対して魅力を感じるようになることを実験
によって明らかにしている21。
北朝鮮の言論メディアは、社会的な事件や事故などを扱わない。また、企業のイメージ
を高める「企業イメージ広告」や、新しい商品を紹介して消費者の購買心理を刺激する「商
品広告、マーケティング広告」もほとんど扱わない。テレビにもコマーシャルがないため、
個別プログラムを連結するブリッジプログラムとして音楽もしくはスローガンを使用して
いる。つまり、「共同スローガン」から個別のスローガンをブリッジプログラム化するか、
あるいはその個別のスローガンの要旨をプログラム化する。こうした反復によって、ゲッ
ベルスやザイアンスが主張するプロパガンダの繰り返しの効果を十分に利用していると言
えるだろう。
 北朝鮮が社会的統合を維持する過程において、様々な規範、価値、伝統が重要な役割を
果たしてきた。規範、価値、伝統などの象徴体系は、社会構成員たちのコミュニケーショ
ンや体制統合を支える重要な装置であった。そして、こうした装置を拡散することにおい
て、革命的スローガンは特に重要な役割を演じてきた。
次節においては、朝鮮中央テレビで放映された番組『朝鮮労働党中央委員会、朝鮮労働
党中央軍事委員会の共同スローガン』を取り上げつつ、具体的な内容分析を行うことにす
る。
 
3．作られる「金日成朝鮮」 
 
朝鮮労働党中央委員会・朝鮮労働党中央軍事委員会が発表した共同スローガン（2010年
2月 7日、42分番組）の中に、初めて「金日成朝鮮」という用語が登場する。 
 
「金日成朝鮮を強盛繁栄へ導く金正日同志！」
「金日成朝鮮の英雄的な気性は、まさに白頭山の偉人金正日同志の気性である。」 
「金正日同志が昼夜を問わず続けている現地指導は、偉大な首領の戦士、弟子として
金日成朝鮮の繁栄のためにいかに献身すべきかを示す見本である。」 
 この「金日成朝鮮」という表現は、2010年 9 月 28日の朝鮮労働党三次代表者会で改正
した党規約の中にも使用されている。実は、北朝鮮は 2009 年 4月最高人民会議第 12期 1
次会議の際、憲法改正を通して「金日成民族」という用語を使い始めている。「金日成民族」・
「金日成朝鮮」という用語の強調は、「金日成―金正日―金正恩」と続く家族世襲制度に対
                                                  
20 Quoted in Herzstein, R. E. (1978). The war that Hitler won. New York: Putnam, p.31. 
21 Zajonc, R. B. (1968). “The attitudinal effects of mere exposure”, Journal of Personality and 
Social Psychology, Monograph Supplement 9, pp.1-27. 
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する露骨な神話化の作業に他ならない。言い換えるなら、後継者と見なされている金正恩
の権力世襲を正統化・神聖化するための戦略に過ぎないのである。
 北朝鮮が労働党の規約改正を通じて「金日成朝鮮」と規定したのは、自らの国家を人民
共和国ではなく、王政と宣言したことに他ならない。また、朝鮮労働党は党の性格を「金
日成同志によって創建された主体型の革命的マルクス―レーニン主義党」から「偉大な首
領金日成同志の党」へと変更した。これは、労働党が発表した共同スローガンの内容から
も窺える。この「金日成同志の党」という表現も、権力世襲に論理的な根拠を与えるため
のものであると思われる。
朝鮮労働党機関紙の『労働新聞』は 10月 4日付の論説で、「金日成同志の党」という表
現は、「金日成同志の子孫という自覚」を持つよう呼びかけるものであると説明している。
これに対し、同日付の『朝日新聞』は「金一族はロイヤルファミリー―北朝鮮、他幹部と
差別化」という記事の中で、「金日成同志の党」という呼びかけは「故金日成国家主席の血
筋をより強調している」と指摘している。
「朝鮮」から「金日成朝鮮」へ、「朝鮮民族」から「金日成民族」への用語変換は、「朝
鮮」という言葉の内的変化を示唆している。つまり、「朝鮮」は金日成一家を意味する言葉
として用いられている。これは、9月 28日の朝鮮労働党代表者会を契機に後継作業が本格
化する中、権力の維持に注意を払っていた金正日の意向の表われと見られる。したがって、
朝鮮労働党が絶えず強調してきた「革命血統」とは結局、金一族の世襲と権力統治を擁護
するための根拠に過ぎない。
「金日成民族」及び「金日成朝鮮」という表現には、金日成神話化の極端な側面がよく
表されている。北朝鮮は 2009 年の憲法改正と 2010年の党規約改正を通じて、国家と民族
の主体性を「金日成神話」に帰着させた。また、金正日を歴史的な人物へと昇格させなが
ら「金日成―金正日―金正恩」の三代世襲の正当化を企図している。
ここに、形作られる「金日成朝鮮」の「神話」を見落としてはならない。合理性のない
政権、もしくは正当性のない政権は、権力構造を維持するために必ず「神話」を必要とす
る。例えば、スターリン時代のソ連、毛沢東時代の中国、金日成父子時代の北朝鮮は、あ
る強力な「神話」を作り上げなければならなかった。特に、朝鮮王朝から日本帝国による
植民地時代を経て金日成の独裁体制へと転換した北朝鮮における「首領神話」はかなり強
力であった。北朝鮮の人民にとって、「金日成」は既に歴史的な人物から「神話化」された
存在へと格上げされている。
 「金日成神話」の誕生は、抗日戦争の時期に遡る。北朝鮮の歴史は、1931年 9月満州事
変の勃発を契機に展開された共産主義者の抗日遊撃闘争を、金日成が単独で指導したと紹
介している。また、朝鮮労働党史は、1934年 3月中国共産党満州省委員会の指示によって
設立された東北人民革命軍第 2軍独立師団を金日成による創設として記述している。さら
に、北朝鮮では東北人民革命軍を朝鮮人民革命軍と称している。こうした北朝鮮における
歴史記録は、金日成政権を強化するための歪曲された物語に他ならない。さらに言うなら、
「金日成神話」は作られた記憶であり、歴史である。
 金日成は、北朝鮮の主張とはちがって、満州の抗日武装闘争を統率した唯一の指導者で
はない。しかし、北朝鮮は抗日武装闘争の歴史を金日成の歴史と捉え、闘争活動の内容を
想像的に歪曲し「金日成神話」を作り上げたのである。それは、神話化された金日成の抗
日武装闘争の歴史こそが、金一族の世襲制度を維持するための有効な原動力として作用す
るからである。
 「朝鮮労働党の歴史は、主体太陽として永生する偉大な首領金日成同志の神聖な歴史で
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ある22」。労働党が発表した共同スローガンの中の一節である。朝鮮労働党の歴史は金日成
の歴史であると主張する共同スローガンは、共通の歴史（朝鮮の歴史）を個人の歴史（金
日成の歴史）に転換してしまった。言い換えるなら、北朝鮮の歴史は金日成の歴史である
ということを示唆するスローガンは、人民の存在を排除するという危機をもたらした。こ
のように、民族共同体の歴史を個人である「首領」の歴史に転換させることは、既存の権
力構造を維持するための強力な装置となる。
 
「1945 年 10月 10日、偉大な首領金日成同志が我が党を創建したことは、自主独立
の時代革命的な党の誕生を知らせる荘厳な宣言であり、我が祖国や人民たちに洋々た
る前途を開いてくださる政治的事変であった。」
「金正日同志の無限の熱情、頑強な攻撃精神、洗練された領導によって、人民の理
想が全面的に叶った激動的な時期に党創建 65 周年を迎えることになったのは、我が
党員や人民軍軍人たちの大きな矜持であり、栄誉である。23」 
これらの共同スローガンから窺えるように、国家の基盤を過去の記憶に置くという朝鮮
労働党の発想は、エルネスト・ルナンの古めかしい国家定義を連想させる24。過去におけ
る共通の勝利、共通の記憶は、硬化した無気力な原理、さらに言えば一種の牢獄である。
朝鮮労働党は、ルナンの言うような偉大な過去を共有することによって、偉大な民族国家
を建設することを願っている。この場合、共通の記憶とは国家形成の基本的な条件である
と同時に、そうした国家体制を維持・確保するための守護符でもある。
 
「朝鮮労働党創建 65 周年は、祖国と人民を勝利の栄光へ導く偉大な首領、偉大な党
の不滅の業績を万世に宣揚する歴史的なきっかけであり、敬愛する金正日同志の賢明
な領導の下で強盛大国へ発展する金日成同志の英雄的な気性を内外に宣揚する政治祝
典である。25」
 
金日成は朝鮮の暗黒に光をもたらした太陽、すなわち朝鮮の歴史を開闢した人物と神聖
化されている。こうした共同スローガンは、金日成の歴史を強調しながら、さらにそれを
人民たちの共通の記憶として固着させようとする。したがって、金日成の歴史を国家の歴
史として受容し、革命的伝統として受け継がなければならない人民たちには、常に「過去
の記憶」が強要されている。「過去の記憶」とは、認知された事実の単なる集積ではなく、
何らかの構造化を伴う動的なプロセスのことである。「過去の記憶」が民族共同体を統合し
                                                  
22 朝鮮中央テレビ番組『朝鮮労働党中央委員会・朝鮮労働党中央軍事委員会共同スローガン』、2010年 2
月 7日。
23 同番組。 
24 エルネスト・ルナンは、「過去において共通の勝利を持ち、現在において共通の意志を持つこと。今ま
でに共同して偉大な事をなしとげ、これからも偉大な事をなそうと願うこと。これが一民族であるため
の基本的条件である。過去に関しては栄光と悔恨の遺産であり、未来に関しては実現すべき共通の計画
である」と『国民とは何か』という講演の中で述べている。（桑名一博訳『オルテガ著作集 2』、白水社、
1998年、232頁。）ルナンはフランスの植民地主義を、劣った人種を文明の域に引き上げる「文明化の
使命」として正当化し、1871年に書いた『知的道徳的改革』において、優秀な西洋人種が黒人、中国
人、アラブ人などの「劣った人種」や「退化した人種」を征服し、搾取するのは当然であると述べてい
る。ルナンにとって「ネーション」とは精神的原理であり、人々が過去において行い、今後も行う用意
のある犠牲的行為に求められるものである。本論においては、「ネーション」という概念を精神的なも
の、過去に対する共通の記憶、またそのための犠牲心を強調するルナンの論理を援用するだけに留めた。
ルナンの「ネーション」論に含まれている人種差別やオリエンタリズム的な論理に対する批判は行なわ
ないことにする。 
25 前掲番組。 
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うるのは、それが優越したものであり、正当性や道徳性を有すると想像されているからで
ある。つまり、人民たちは民族的な優越感を持ち、想像行為に加担する形で自己のアイデ
ンティティを確立しようとするのである。こうしたプロセスは結局、民族的共同体の強化
を目指し、「人民の正史」としての歴史を構想、確立しようとする。
だが、「過去の記憶」とは物語としての記憶に過ぎない。「過去の記憶」には支配層の言
説によって意識的に捏造された虚偽だけではなく、人民の間に無意識的に発生する作り話
が多く混在している。金正日政権は、金日成による革命勝利という「輝かしい」過去の中
に潜んでいる「ナショナル・ヒストリー」としての記憶を利用して民族共同体のアイデン
ティティを産出・確保し、それにより三代世襲を正統化・神聖化しようとする。また、「偉
大な金正日同志」と「朝鮮民族」との協力を絶えず強調したのも、「北朝鮮」という民族共
同体に対する人民たちの帰属意識を促すためであった。
共同スローガンに流れる人民感情は確かに民衆の記憶であり、人民たちはこうした記憶
の「優先的意味づけ26」を通じ、また、ディコーディング過程における「支配的コード」
の優位性を通じて「朝鮮の歴史」の共有を行っている。こうしたスローガンは、自己の起
源に対する漠然たる認識から、自民族（「金日成民族」）に対する無限の想像へと人民を駆
り立てることになる。
言い換えるなら、「民族記憶」という過去を想像することと、想像された「民族記憶」と
いう過去の中に人々を包摂することは同時に生起する。また、「民族共同体」の構成員とな
った人々は、反復的な「想像」行為を通じて自らのアイデンティティを維持する。
 では、金日成政権はいかなる方法で「民族記憶」を人民たちに想像させたのであろうか。
すなわち、金日成政権はどのような方法を用いて権力体制を把握したのであろうか。
 金学俊は『北朝鮮 50年史』において、金日成は三つの方法を並行して政権を掌握してき
たと指摘している。第一は抑圧である。金日成は北朝鮮に多くの国家的抑圧機構を配備し
た。そうした機構が異常に増大し、社会を独占的に支配することにより、全体主義的独裁
体制が確立されたのである。第二は洗脳である。北朝鮮の表現によるなら、「学習」である。
金日成神話を作り出し、金正日を信仰の対象とするような「学習」が数十年間繰り返され
ていく中で、北朝鮮は神権政治の国となっていた。第三は人民路線である。金日成政権は、
伝統や神話などを利用して人民の心の底まで入り込み、人民を動員する方法を組織的かつ
体系的に活用してきた27。
では、「金日成朝鮮」に内面化されている「金日成民族」とはいったい何であろうか。言
うまでもなく、そこには様々な機制や権力関係が作用していることがわかる。したがって、
「金日成朝鮮」という想像体がいかに現出したかを検討する作業が重要となる。こうした
                                                  
26 ホールによれば、マス・メディアは社会における現実の支配構造を維持存続する上で、中枢的なイデオ
ロギー機能を果たしているが、それは支配階級である送り手がメッセージにこめた意味をそのまま受け
手に伝達する導管としてではなく、受け手による独自の解読を通じて新たな意味が生産されていく装置
として、機能しているという。（Hall, S. Encoding/decoding  in Hall, S., Hobson, D.Lowe, A.& Willis, 
P.,(ed.), Culture, Media, Language, Hutchinson univ. Library, 1980, pp.128-138.）
  マス・コミュニケーションには、エンコーディング/ディコーディングという過程があるが、ディコ
ーディングの形態は、支配層がメッセージに込めた「優先的意味づけ」を再生産する「支配的コード
(dominant code)」、優先的意味づけを一般的には受け入れながら、部分的に対立的な読み取り方をする
「妥協的コード(negotiated code)」、優先的意味づけと真向から対立するような「対抗的コード
(oppositional code)」に分けられる。しかし、北朝鮮においては、メッセージの支配的イデオロギー
に基づく意味づけの優位性や、公的教育制度、文化政策の浸透による対抗的サブカルチャーの発展遅延
のため、ディコーディングにおいて「妥協的コード」や「対抗的コード」が主流を占めることはほとん
どなく、「支配的コード」が優勢であり続けている。 
27 金学俊／李英訳『北朝鮮 50年史―「金日成王朝」の夢と現実』朝日新聞社、1997 年、440～442頁を参
照せよ。 
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作業を実践しなければ、「金日成朝鮮」や「金日成民族」をあたかも超歴史的な実体である
かのように想定してしまうことになるだろう。それは、北朝鮮一般民衆の意識の起源を「金
日成神話」に遡行させる結果となる。あるいは逆に、国家とは所詮想像的なものだから恣
意的に前提してよいといった、想像性と制度性の結びつきをまったく理解しない低俗な国
民主義的なシニシズムに後退してしまう。では、「金日成朝鮮」という想像体の権力構造は
いかにして分析することができるのか。
まず、「朝鮮」という言葉に孕まれている「ネーション」という概念について考えてみる
ことにしよう。「ネーション」とは、実定的な制度であると同時に、作られたフィクション
でもある。この概念については、多くの理論的混乱が見られる。「ネーション」という概念
は、近代に入りヨーロッパの主要諸国が意図的に作り上げたものである。西欧ではフラン
ス革命以降、日本では明治維新以降に、国民国家という呼称が定着してきた。また、「ネー
ション」という表現は、「一民族＝一言語＝一国家」という国家構築の中で用いられてきた
のである。
 「ネーション」がフィクションであるという考え方は、一面的な説得力を持ってはいる。
しかし、「想像の共同体」論を持ち出していくら「ネーション」の虚構性を訴えても、その
現実的な影響、その下にある抑圧構造を隠蔽することはできない。重要なのは、歴史的現
実はこうしたイデオロギー的な幻想（フィクション）によって構造化されているというこ
とである。「ネーション」は確かに幻想であるが、それが必然的幻想として機能するメカニ
ズムを解きほぐす作業は未だ完遂されたとは言い難いのである。
「金日成民族の偉大な精神力を総動員して強盛大国建設のあらゆる戦線における大革新、
大飛躍を達成しよう28」。朝鮮労働党中央委員会・朝鮮労働党中央軍事委員会が発表した共
同スローガンは、既に述べたように「金日成民族」の記憶という共通の歴史意識を前提に
している。朝鮮労働党はこうして、「金日成民族」という記憶を縦糸に、「朝鮮人民」・「民
族共同体」を横糸に、民族の歴史的な展望を織り上げていこうとした。
 さらに、金日成中心の革命的伝統の確立に固執したのは、他の指導者や運動家の業績を
排除し、完全なる「金日成朝鮮」を樹立するためであった。それにとどまらず、共同スロ
ーガンからも窺えるように、「金日成朝鮮」の革命的伝統とは人々の道徳、規範、信条の中
心に据え付けられている無言の制限である。それゆえ、「金日成朝鮮」を強調する革命的伝
統は北朝鮮における絶対的な真理と化すのである。
 朝鮮労働党と人民が受け継がなければならない「歴史」は、首領が抗日革命闘争の中で
創始し、深化させ、金正日がさらに増幅させた物語なのである。すなわち、それは首領の
歴史、金一族の歴史に他ならない。
 では、「金日成朝鮮」の革命的伝統とは、いったいどのようなものであろうか。一つは、
1926 年に金日成が結成したと言われる「打倒帝国主義同盟」などの初期革命活動である。
もう一つは、金日成が抗日武装闘争期に主体思想を創始したことである。具体的には 1930
年代の抗日武装闘争、すなわち、朝鮮人祖国光復会や朝鮮人民革命軍が満州で闘争を指導
し、朝鮮内にもその組織を扶植したことである。また、金正日が発展させた革命的伝統と
は、首領の革命思想の定式化と深化、党事業や党活動で成し遂げた業績や経験、首領式事
業方法の確立などである29。
 つまり、金日成が指導した抗日武装闘争、解放後の国家建設、そして金正日が指導した
1970 年代以降の社会主義建設などの金一族の業績が革命的伝統であり、北朝鮮における
「歴史」なのである。それ以外の歴史に言及することは許されない。それは、「金日成朝鮮」
                                                  
28 前掲番組。 
29 鈴木昌之『北朝鮮―社会主義と伝統の共鳴』東京大学出版社、1992年、173 頁。 
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の歴史の正統性を汚すことに他ならないからである。
 言うまでもなく、「金日成朝鮮」の歴史は物語であり、神話である。北朝鮮を「金日成朝
鮮」という言葉を用いて示すことは、神話による歴史の規定化という危険をもたらす。神
話は神が神になる過程でもある30。抗日革命的伝統は金日成の神話であり、金日成が神に
なるという神話であった。さらに言うなら、この神話は今もなお進行中である。三代世襲
を合理化するためには、「金日成朝鮮」という神話は継続されなければならないのだ。
 共同スローガンから窺えるように、金日成だけが聖なる存在とされるわけではなかった。
「我が党を偉大な首領金日成同志の党として強化・発展させることが、金正日同志の終生
課業である31」。長期間にわたって、金日成の血筋は革命の聖なる家族として神格化されて
きた。こうした革命家族というイメージの強調には、金正日、金正恩を首領の後継者とし
て正統化するという目的がある。
 では、北朝鮮の人々は抑圧体制に対してなぜ反乱を起こすことができないのであろうか。
 第一に、地形的・地理的な限界性がある。北朝鮮は堅固な軍事的封鎖網を敷いている。
東西は海であり、北はロシアが民主主義の道へと転換した後も、依然として中国という社
会主義国家によって封鎖されている。それゆえ、北朝鮮の権力集団は国をたやすく閉鎖す
ることができ、人々の交流を極度に制限することができた。こうした地理的な閉鎖性によ
って、北朝鮮の権力集団は人民たちをたやすく統制することができたのである。
 第二に、長期間における恐怖政治の影響があった。人民たちは、心理的に抵抗しにくい
抑圧政策の下で生活を維持してきた。これは第三の理由をもたらす契機にもなる。すなわ
ち、第三は人民たちの主体性の欠如である。反乱や革命闘争に必要なのは、主体性を確立
するという欲望である。現状を批判し、新たな未来像を提起するイデオロギーを受容し、
自主性のある人間主体として確立しようとする欲望が欠如しているのだ。北朝鮮の多くの
人々は、抑圧の中で困窮する自分たちの状況に不満を抱いている。脱北者の増加はそうし
た人民たちの不満を語っている。北朝鮮が世襲王朝への道のりを歩んでいる間に、金一族
の統治に対する人民の幻想も崩れていくことになった。しかし、不満や不安はあるが、そ
れが一つの抵抗行為として力を持つことは未だにできないのである。
 こうして、人民たちは抑圧体制に対する反乱を容易に起こすことができなかったのであ
る。さらに、「金日成朝鮮」を想像する中で、人民たちは自らの内面から肯定的な「首領像」
を作り出してしまった。神話化された金日成の「首領像」は、北朝鮮特有の教化体系を通
じて個人崇拝と繋がっていた。したがって、北朝鮮の人民たちは二分化された社会構造に
洗脳され、隷属させられている。
 
「偉大な金日成同志の国を強盛大国へ発展させるのは、首領の永生のための民族的
な偉業であり、首領の戦士、弟子であるわが軍や人民の道徳、義理である。」
「首領の遺訓を徹底的に貫徹するのは、首領に対する最大の敬意である。」
「偉大な金正日同志を首班とする革命の首脳部を命がけで守ろう！32」 
ここには、「首領像」と「人民像」という二項対立的な図式が読み取れる。共同スローガ
ンは、北朝鮮を金日成の国と強調しながら、「首領」に対する忠誠を一方的に押し付けてい
る。人民たちには「首領の戦士」もしくは「首領の弟子」としての役割が強要され、盲目
的な犠牲が強いられている。「首領」に服従すること、「革命の首脳部」を命がけで守るこ
                                                  
30 カッシラー／木田元訳『シンボル形式の哲学』第二巻、岩波文庫、1991年、30頁。 
31 前掲スローガン。 
32 同スローガン。 
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とこそが、人民たちにとっての「道徳」あるいは「義理」となる。
さらに、人民たちは自らの生命を肉体的な生命と社会政治的な生命とに二分化している。
そして、社会政治的な生命こそが真の生命、「首領」から付与される生命であると見なして
いる。そこで、「父なる首領」・「母なる党」という言葉を用いるのが、北朝鮮人民にとって
は一般的である。こうして、北朝鮮という国家は、拡大された家族というイメージを利用
して独裁体制を美化し、権力構造を維持することができたのである。
金日成の後継者である金正日が政権を掌握するためにも、「金日成神話」は必要となった。
1974年 2月、金正日は 32歳の若さで朝鮮労働党中央委員会政治委員に選出され、後継者
として登場した。その後金正日の政権維持のために、また「神話」が必要となった。いわ
ば、「白頭山密営神話」である。北朝鮮は、金正日が抗日武装闘争のさなか、白頭山密営で
生まれたと主張されてきた33。さらに 1980年代後半、金正日の生誕に関して新たな象徴操
作がなされ始めた。その一つとして、1987 年 2月 11日、金正日が生まれたと言われる白
頭山密営が整備され、開営された。無論、歴史的事実によるなら、金正日は旧ソ連領のヴ
ォロシーロフで生まれたという主張の方が説得力をもっている。にもかかわらず、白頭山
における金正日の誕生神話を作り上げたのは、後継者である金正日に聖性を賦与するため
であった。さらに言うなら、こうした象徴操作は、権力の正統性確立を確固たるものにす
るとともに、権力の崩壊を阻止しようとする目的からなされたものであった。
「白頭山密営神話」が狙っていたのは、民族の共通の記憶の創造である。白頭山は、祖
宗の山、国家鎮護の聖なる山として信仰の対象となってきた。既に述べたように、民族の
記憶を創造することと、創造された記憶の中に人々を包摂することは同時に生起する。民
族共同体の記憶が朝鮮の伝統的思惟と重ね合わされるとき、それはある種の論理性を帯び
てしまうことになる。
白頭山は、金日成が日本軍と戦った山であるということから、朝鮮民族を主体とする革
命闘争の勝利を象徴する場所になった。したがって、金正日が白頭山で生誕したという「神
話」は、彼が朝鮮の山脈、地脈、そして血脈の根であり、白頭山の霊気を享け継ぎ、朝鮮
の中心を象徴する存在であるというメッセージを孕んでいる。こうして、聖域で父親の聖
なる闘争の中で生まれたという「神話」が金正日に聖性を賦与した。白頭山における金正
日生誕神話で北朝鮮が意図したのは、金日成から金正日への政権交代が単に革命の継承、
正統的な権力委譲であることを示すことだけではなく、聖性を継承、それを朝鮮の中心と
して象徴化することでもあったのである34。
 ここで注意すべきことは、金正恩の生誕説の登場である。現在に至るまで、金正恩をめ
ぐる情報は依然として限られている。しかし、金正恩の世襲を正統化するためには、彼に
も聖性が賦与されなければならない。それが白頭山という民族的なシンボルを再利用する
か否かは、今後に注目するしかない。さらに、金正恩は長男ではない。したがって、今後
作り出されるはずである金正恩の生誕説や業績説には、他のシンボル的な要素を加えなけ
ればならないだろう。
 故人を国家主席とすることに固執する点からもわかるように、北朝鮮の政治の特異さは
奇形的である。本論が取り上げている共同スローガンからも窺えるように、死後 16 年にな
る現在においても北朝鮮国内での金日成の影響力は大きい。「金日成朝鮮」・「金日成民族」
という言葉を用いて共同スローガンを発表するということは、三代世襲の正統性を強調す
るだけではなく、金正恩に対する国内外の反発を最大限縮減するためでもある。
 とすれば、一つの国家、一つの民族共同体を個人の国家、個人の民族と称する奇形的な
                                                  
33 『朝鮮労働党歴史』470頁を参照せよ。 
34 鈴木昌之『北朝鮮―社会主義と伝統の共鳴』東京大学出版社、1992年、192頁を参照せよ。 
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現象をいかに理解すべきなのか。北朝鮮の制度化された個人崇拝は、極端な個人（家族）
崇拝を生み出している。今まで北朝鮮は、近代的で抽象的な国家という、伝統的な家父長
制や家族を基本原理とするよう努めてきた。血縁の同質性を根拠とする民族共同体が、本
質的でも普遍的でもない近代イデオロギーの産物に過ぎないとしたら、北朝鮮は未だに近
代的な段階に留まっていると言えよう。朝鮮の家族制度は、日本とは異なり、家の称号で
ある氏ではなく、父系の血統をあらわす姓を根幹として成立している。共同スローガンか
らも窺えるように、国家は大家族であると未だに人民たちを扇動するのが、北朝鮮におけ
る報道の現実である。
 新しい国家は、その支配を正当化する伝統や価値観を作り出さなければならない。金日
成は建国初期に「抗日」（朝鮮民族主義）と「社会改革」（旧ソ連の指導による共産主義）
という二本の柱の上に政権の基盤を置いた。しかし、時の経過とともに前者は後者を呑み
込み、金日成は国際主義も共産主義も脱ぎ捨てて朝鮮民族主義者になってしまった。つま
り、北朝鮮は金日成―金正日政権の間で、マルクス・レーニン主義から金日成主義・金日
成思想と呼ばれる脱共産主義（主体思想）へ転換したのである35。
 北朝鮮はまた、金正日から金正恩への政権交代にあたり、「金日成朝鮮」・「金日成民族」
というスローガンを打ち出している。北朝鮮の体制は、金日成を中心とする絶対的な真理
を抱き、それを定義し、人民たちにそれを遵守するよう要求してきた。マルクス主義に代
わる金日成主義、物質に代わる精神など、あらゆる啓示は金一族によるものであり、金一
族を通して真理になる。金正日が後継者に指名された時選んだのは、父親を神に祭り上げ、
同時に家族全員を神のような地位に高めることであった。これは、金正恩がこれから歩む
道を暗示している。
 北朝鮮は 2010年 9月 28日、平壌で開かれた労働党代表者会を契機に金正恩に将軍の称
号を与え、党中央軍事委副委員長に任命した。また、労働新聞は 9 月 30日付で金正恩の姿
を初めて公開した。さらに、朝鮮労働党創立 65 周年を記念する軍事パレードが 10 月 10
日、平壌の金日成広場で始まり、金正日とともに金正恩が出席した。北朝鮮官営メディア
は金正恩の後継の地位に関して説明をしていなかったが、こうした出来事は金正恩をもり
立てるためのプロセスと見なされている。
 「金日成朝鮮」の神話は継承されている。それは、金正日政権を維持し、権力構造を強
化するために絶えず再生産されてきた。「金日成朝鮮」の神話は未だに作られている。金正
日から金正恩への政権交代を正統化・神聖化するために、「金日成朝鮮」・「金日成民族」の
スローガンはさらに新たな物語を作らなければならないのだ。
4．おわりに
 
北朝鮮は「金日成朝鮮」の神話を利用して国家構成員の集団的記憶を再編しつつある。
本稿は、象徴的な伝統を作り出し、さらに「伝統教育」の機能を果たしていると思われる
「共同スローガン」を分析することによって、メディアを通したネーションの「想起」と
アイデンティティの形成、北朝鮮メディアと民族・国家についての問題系を探ろうと試み
た。
北朝鮮のスローガンは、「首領」の恩恵に対する忘却を許さない生き続ける記憶として機
能している。「文化的記憶」を人文科学の広範なフィールドで研究してきたアライダ・アス
マンは「想起のプロセス」について、次のように述べている。 
                                                  
35 ガバン・マコ―マック／吉永ふさ子訳『北朝鮮をどう考えるのか―冷戦のトラウマを越えて』平凡社、
2004年、77 頁。 
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個人における想起のプロセスが、大部分は無意識的に進行し、心的機構の一般的な
規則に従うのに対して、集団的制度的な次元では、このプロセスは、想起あるいは忘
却の意図的な政治によって管理されている。文化的記憶が自然に生成することは決し
てありえないので、それはメディアと政治に依存している。個人の生きた記憶が、人
工的な文化的記憶へと移行することは、確かに問題を孕んでいる。なぜならこの移行
は、記憶の歪曲、縮減、道具化といった危険を必然的にもたらすからだ。それに伴う
公の批判、反省そして議論によってのみ、記憶のそのような狭隘化と硬直化を食い止
めることができる36。
過去は、そのつど現在に基づいて自由に構成される。集団的記憶はおのずから持続する
のではなく、常に新たに取り決められ、伝達され、習得されなくてはならない。個人は、
自らの記憶を言語、イメージ、儀式的な反復を用いたコミュニケーションによって構築す
る。
金日成は社会主義革命や建設という名分の下で、さらに言うなら事大主義や教条主義の
名目を利用して反対勢力を粛清し、独裁政権に基づく主体思想体系を定立してきた。さら
に、金正日は人工的に人々の記憶から反対派を「忘却」させ、歴史を「歪曲」することに
よって、「金日成朝鮮」を「記憶」するよう強要してきた。現在に至るまで「金日成朝鮮」
の記憶は反復されている。メディアによるなら、「朝鮮労働党の歴史は主体太陽として永生
する偉大な首領金日成同志の聖なる歴史」、「偉大な金日成同志の国」といったキャッチフ
レーズのような「記憶」だけが繰り返され、あたかも当たり前のように「金日成フィクシ
ョン」が再生産されているのである。北朝鮮が人民の国家から、金日成ファミリーという
個人国家へと変形されていく過程において、その正統性として掲げられているのは「金日
成朝鮮」・「金日成民族」という物語である。それは、人民の国家という幻想を切り崩し、
金日成ファミリーの国家という内実を自ら暴露することに他ならなかった。
本稿は、「金日成朝鮮」の神話を打ち砕くことを目的とするが、それを実現させることは
できなかった。既に述べたように、「金日成朝鮮」の神話は継承されている。すなわち、金
日成時代に作り出された神話とそれを正当化しようとするメディアシステムは、現在に至
るまで国家統制や国民形成・再構成の手段として再生産されている。「金日成朝鮮」という
神話の反復はいまだ継続中なのだ。そうした神話の反復を「共同スローガン」の内に見出
そうとしたのが、本稿の目的の一つだったのである。
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